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区
内
の
お
す
す
め
散
策
ス
ポ
ッ
ト

烏
山
川
緑
道
（
世
田
谷
地
域
）

烏
山
川
緑
道
は
、
船
橋
か
ら
三
宿
ま
で
の

全
長
約
７
㎞
の
遊
歩
道
で
、
樹
木
を
大
切
に

維
持
し
な
が
ら
散
策
し
や
す
い
よ
う
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
緑
道
周
辺
に
は
、
豪
徳
寺
、

世
田
谷
城
阯
公
園
、
松
陰
神
社
、
太
子
堂
円

泉
寺
な
ど
、
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
仏

閣
が
あ
り
ま
す
。
緑
道
の
途
中
に
あ
る
宮
坂

一
丁
目
に
は
万
葉
の
小
径
が
あ
り
、
万
葉
集

に
詠
ま
れ
た
草
花
が
植
え
ら
れ
、
は
る
か
昔

の
世
田
谷
の
地
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
世
田
谷
区

区
内
に
は
、
下
北
沢
の
よ
う
に
若
者
に
人

気
の
ま
ち
や
、
二
子
玉
川
の
よ
う
に
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち
が
あ
り
、
都
心
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
か
ら
も
住
宅
地
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
方

で
、
緑
被
率
22
・
89
％
、
み
ど
り
率
24
・
60

％
と
23
区
内
で
も
高
水
準
の
み
ど
り
の
豊
か

さ
を
保
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
自

然
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
特

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

そ
こ
で
、
区
内
５
つ
の
地
域
か
ら
、
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
ら

れ
る
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

キャロットタワーからの世田谷区の眺望。
区内には多くの自然が残されている

世
田
谷
区
に
は
、
歴
史
や
文
化
を
感
じ
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
の
緑
道
や
せ
せ
ら
ぎ
、
人
々
が
憩
う
公
園
、
自
然
が
色
濃
く
残
る
国
分
寺
崖
線
。

地
域
ご
と
に
異
な
る
風
景
が
趣
と
な
っ
て
、
訪
れ
る
人
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

今
回
は
、
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
な
が
ら
歩
く
、
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
の
お
す
す
め
散
策
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
世
田
谷

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
世
田
谷

　
　
〜
み
ど
り
を
身
近
に
感
じ
る
世
田
谷
区
〜
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◆
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

世
田
谷
公
園

約
７
万
９
０
０
０
㎡
の
広
い
敷
地
に
は
、

み
ど
り
を
感
じ
て
走
る
こ
と
が
で
き
る
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
、そ
の
ほ
か
に
も
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
噴
水
広
場
、プ
レ
ー
パ
ー
ク
、ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
も
あ
る
こ
と
か
ら
近
隣
の
方

や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
園
内
に
は
「
平
和
の
灯
」、「
平
和

の
祈
り
像
」
と
い
っ
た
平
和
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

や
「
被
爆
二
世
の
木
」
も
あ
り
、
戦
後
70
年
、

区
の
平
和
都
市
宣
言
か
ら
30
年
の
節
目
の
年

に
あ
た
る
平
成
27
年
８
月
15
日
に
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
平
和
資
料
館
（
愛
称
：
せ

た
が
や
未
来
の
平
和
館
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

北
沢
川
緑
道
（
北
沢
地
域
）

北
沢
川
緑
道
は
、
赤
堤
か
ら
代
田
・
代

沢
・
池
尻
ま
で
の
全
長
約
４
・
３
㎞
で
、
道

沿
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
や
草
花
が
植
え
ら

れ
、
四
季
折
々
の
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
遊
歩
道
で
す
。

小
田
急
線
の
経
堂
駅
付
近
か
ら
豪
徳
寺
駅

付
近
ま
で
は
ユ
リ
の
木
並
木
と
な
っ
て
い
ま

す
。豪

徳
寺
駅
付
近
か
ら
は
、
ツ
バ
キ
、
ク
チ

ナ
シ
、
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の
花
々
が

季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
、
訪
れ
た
人
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

環
状
七
号
線
か
ら
淡
島
通
り
ま
で
の
間
に

は
約
１
５
０
本
の
桜
並
木
が
あ
り
、春
先
は
桜

の
花
を
楽
し
む
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま

た
、
環
状
七
号
線
か
ら
目
黒
川
緑
道
合
流
地

点
ま
で
の
間
は
、か
つ
て
川
が
あ
っ
た
名
残
を

感
じ
さ
せ
る
せ
せ
ら
ぎ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
都
会
の
中
に
居
な
が
ら
水
辺
と
自
然
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
所
と
し
て
、

地
域
の
人
々
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
緑
道
沿
い
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

羽
根
木
公
園

約
８
万
㎡
の
広
さ
を
持
つ
羽
根
木
公
園
は
南

側
の
斜
面
に
は
約
６
５
０
本
の
梅
林
が
あ
り
、

毎
年
２
月
に
は
「
せ
た
が
や
梅
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
園
内
に
は
、
和
室
「
星
辰

堂
」、
茶
室
「
日
月
庵
」
が
あ
り
、
春
先
の

梅
と
調
和
し
た
佇
ま
い
が
印
象
的
で
す
。

等
々
力
渓
谷
（
玉
川
地
域
）

東
京
都
指
定
名
勝
で
東
京
23
区
唯
一
の
渓

谷
で
あ
る
等
々
力
渓
谷
は
、
都
心
か
ら
も
近

く
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し

て
区
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

春
は
梅
や
桜
か
ら
新
緑
へ
と
移
り
、
秋
口

は
渓
谷
内
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
赤
く
色
づ
く

な
ど
、
四
季
折
々
の
多
彩
な
渓
谷
の
表
情
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
渓
谷
内
に
は
不
動
の
滝
、
日
本
庭

園
、
等
々
力
不
動
尊
が
あ
り
ま
す
。

渓
谷
の
あ
る
玉
川
地
域
は
多
摩
川
沿
い
に

位
置
し
、
国
分
寺
崖
線
な
ど
に
豊
か
な
自
然

が
残
る
ほ
か
、
武
蔵
野
れ
き
層
な
ど
の
地
層

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
東
京
都
指
定
史

跡
の
野
毛
大
塚
古
墳
な
ど
の
石
器
時
代
や
古

墳
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
て
お
り
、
み
ど
り

と
歴
史
の
両
方
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
こ
の
地
域
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
等
々
力
渓
谷
周
辺
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

二
子
玉
川
公
園

東
京
の
西
の
玄
関
口
と
し
て
整
備
・
発
展

す
る
二
子
玉
川
駅
周
辺
は
、
商
業
施
設
、
オ

フ
ィ
ス
、
そ
し
て
住
宅
街
区
の
再
開
発
事
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
の
が
隣
接
す
る
二
子
玉
川

公
園
で
す
。

８月15日にはせたがや未来の平和館も開設された世田谷公園

せせらぎがせせらぎが
整備された
北沢川緑道

梅の季節は特に趣きある雰囲気の羽根木公園

東京23区唯一の渓谷
となる等々力渓谷

世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区
広報担当おすすめスポット
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二子玉川公園には区立公園初の本格的な
日本庭園がある
（画像は復元された「旧清水邸住宅書院」）
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こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

こ
の
地
域
の
自
然
環
境
の
紹
介
だ
け
で
は
な

く
、
江
戸
・
東
京
の
食
料
供
給
の
場
と
し
て

の
農
の
歴
史
が
古
く
、
文
化
財
も
数
多
く
残

る
喜
多
見
の
ま
ち
の
由
来
や
地
域
性
、
行
事

に
至
る
ま
で
幅
広
く
知
り
、
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
お
、
周
辺
に
は
都
立
砧
公
園
や
世
田
谷

美
術
館
、
映
画
撮
影
所
な
ど
の
施
設
も
あ
り
、

散
策
の
際
に
足
を
延
ば
し
て
み
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
散
策
の
際
に
寄
り
た
い
場
所

次
大
夫
堀
公
園
民
家
園

昭
和
63
年
11
月
に
開
園
し
た
次
大
夫
堀
公

園
民
家
園
は
、
名
主
屋
敷
（
主
屋
１
棟
、
土

蔵
２
棟
）、民
家
２
棟
、
表
門
な
ど
を
復
元
し
、

公
園
内
の
用
水
路
や
水
田
と
あ
わ
せ
て
、
江

戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て

の
砧
地
域
の
農
村
風
景
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
生
き
て
い
る
古
民
家
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
お
り
、
囲
炉
裏
に
は
毎
日
火
が
焚

か
れ
、
家
の
中
や
軒
下
に
置
か
れ
て
い
る
民

具
は
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
農
村
に
伝

わ
る
行
事
等
も
行
っ
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の

生
活
や
風
習
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

烏
山
寺
町
界
隈
（
烏
山
地
域
）

区
の
北
西
部
に
位
置
す
る
烏
山
地
域
は
他

の
地
域
と
少
し
趣
が
違
う
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。北

烏
山
二
丁
目
か
ら
六
丁
目
に
か
け
て
、

寺
町
通
り
を
中
心
に
み
ど
り
に
つ
つ
ま
れ
た

場
所
に
は
26
も
の
寺
院
が
軒
を
連
ね
、
京
都

の
よ
う
な
ま
ち
並
み
を
感
じ
さ
せ
る
烏
山
寺

町
が
あ
り
ま
す
。
烏
山
寺
町
の
成
り
立
ち
は
、

関
東
大
震
災（
１
９
２
３
年
・
大
正
12
年
）の

後
、浅
草
、築
地
、本
所
、麻
布
な
ど
に
あ
っ

た
寺
院
が
移
転

し
て
き
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
寺
院
に
は
趣
の
あ

る
庭
園
が
整
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
季
節
感
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
に
は
１
０
０
０
㎡
の
敷
地
に

32
種
類
の
ツ
ツ
ジ
が
植
樹
さ
れ
た
烏
山
つ
つ

じ
緑
地
が
あ
り
、
春
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

◆
散
策
の
際
に
寄
り
た
い
場
所

世
田
谷
文
学
館

区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
萩
原
朔
太
郎
、
森
茉

莉
、
小
堀
杏
奴
、
芹
沢
光
治
良
等
の
作
家
の

原
稿
・
初
版
本
、
書
簡
、
愛
用
品
等
を
展
示

す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
加
え
、
年
数
回
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。
文
学
サ
ロ
ン
で
は
講

演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
朗
読
会
、
映
画
上
映

を
行
う
な
ど
、
生
き
た
文
学
を
体
験
で
き
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
田
谷
の
ま
ち
を
散
策
し
て
み
よ
う

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
世
田
谷
の
魅
力
」で
紹

介
し
て
い
る
「
ま
ち
あ
る
き

お
で
か
け
案

内
」
や
世
田
谷
ま
ち
な
か
観
光
ア
プ
リ
『
世

田
谷
ぷ
ら
っ
と
』な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

今
回
紹
介
し
た
ま
ち
の
楽
し
み
方
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
世
田
谷
の
ま
ち

の
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃

何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
る
身
近
な
場
所
に
、

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
４
月
14
日
に
開
園
し
た
こ
の
公

園
は
国
分
寺
崖
線
の
み
ど
り
と
多
摩
川
の
水

辺
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
自

然
の
豊
か
さ
が
特
徴
で
す
。

園
内
に
は
、
区
民
と
協
働
で
植
樹
し
た
約

１
４
０
０
本
の
苗
木
が
育
つ
「
世
田
谷
い
の

ち
の
森
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
区
立
公
園

初
の
本
格
的
な
日
本
庭
園
が
あ
り
、
そ
の
一

部
に
は
世
田
谷
区
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
た
「
旧
清
水
邸
住
宅
書
院
」
を
復
元
し

て
い
ま
す
。

み
ど
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
砧
地
域
）

区
の
西
部
に
位
置
す
る
砧
地
域
は
、
住
宅

地
と
農
地
が
混
在
し
て
お
り
、
多
摩
川
沿
い

の
平
地
と
野
川
沿
い
に
湧
く
貴
重
な
湧
水
、

ま
と
ま
っ
た
樹
林
地
を
持
つ
国
分
寺
崖
線
に

よ
っ
て
区
内
で
も
緑
被
率
が
高
い
、
み
ど
り

豊
か
な
地
域
で
す
。

区
で
は
、
世
田
谷
の
自
然
や
生
き
も
の
に

つ
い
て
の
関
心
と
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
砧
地
域
の
喜
多
見
四
・
五
丁
目
を
、
地

域
全
体
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
を
ひ
と
つ
の
博
物

館
（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）と
し
て
捉
え
た
「
み

ど
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、東
京
都
か
ら
は「
農
の

風
景
育
成
地
区
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区世田谷区
広報担当おすすめスポット

“わたしのまち”

次大夫堀公園民家園には農村の原風景が残されている

「まちあるき　おでかけ案内」　http://www.city.setagaya.lg.jp/2015/2019/d00122688.html
世田谷まちなか観光アプリ『世田谷ぷらっと』　http://www.city.setagaya.lg.jp/2015/2016/d00136561.html

烏山寺町界隈にある
「烏山つつじ緑地」
は、春先に32種類
のツツジが咲き誇る
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